
新潟県令和７年度「地域支援事業の取組状況調査」（Ｒ７年５月実施）
【調査票４】認知症総合支援事業等

開催場所 畑、冬期間は湯沢町総合福祉センター２階集団検診室

開催頻度
毎週火曜日9：00～11：30
冬期間は月1回13：30～15：30

開始年月 平成24年4月

1回あたりの参加者数 15～30人 参加費 無料

実施内容

それぞれが来たい時に畑にきて、したい作業をする。認知症の人自身がこれま
での経験や能力を一緒に作業する中で他の参加者に伝授している。認知症以
外の人は、当事者に触れ合いながら、過剰ではないさりげない支援をどうしたら
よいのか体験で学んでいる。保育園入園前の親子や小学生、医学生、看護学生
なども参加し、世代間交流の場になっている。冬期間はボッチャなどのレクリ
エーションを取り入れながら交流している。活動を通じて介護相談をしたり、受け
たり、お互いの関係性の中で支援し合っている。

湯沢町

名　　　称 アクション農園倶楽部

実施主体 認知症地域支援アクションミーティングメンバー

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入） 健康福祉部　福祉介護課

カフェの目的
認知症の人と家族、住民、サービス事業所、医療機関、行政等様々な世代背景
の人が一緒に過ごすことで、認知症の人自身の経験や力、望み等を理解する人
が増え、参加者自身が主体的に活動できる場、支援が広がるきっかけの場

人員体制
アクション農園倶楽部団長１名（住民）、健康福祉部職員毎回１～２名参加。住
民や関係機関、ボランティア等は可能な時に参加。人員体制は特に決めていな
い。誰が参加しても良い体制にしている。


